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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は 6章から構成され，各章の内容を要約すると，以下のとおりである． 
第 1章では，建築学会の規格外となる大きな幅厚比のコンクリート充填角形鋼管(以後 CFT)部材の
土木構造物への適用を見据えてせん断スパン比 2 以下の条件における破壊形式と既存算定耐力評価
式について検討するため，本研究の背景および既往の研究を述べ，その上で，目的を示し最後に各章
の概要を述べた． 
第 2章では大きな幅厚比の CFT 梁部材のみを対象に対称 4点曲げ載荷実験を 14 体行った．その結
果，破壊形式とせん断スパン比の関係については建築学会の規格内の幅厚比と同等になることを示し
た．また，耐力に対しては建築学会の算定式が曲げ耐力に対しては適用できるが，せん断耐力は過小
評価となった．しかし，鋼管とコンクリートそれぞれについて土木学会の評価式を準用して算定した
強度の累加耐力で評価できることを示した． 
第3章では鋼管端部にコンクリートのずれ止めを設置しないCFT柱部材を対象に対称3点曲げ載荷
実験を 10 体行った．その結果，鋼管とコンクリートの合成効果が低減する場合は，せん断破壊の生
じるせん断スパン比は大きくなることを示した．また，耐力に対しては建築学会の算定式は 2章同様
に曲げ耐力に対しては適用できることを示した．鋼管とコンクリートそれぞれについて土木学会の評
価式を準用して算定した強度の累加耐力で評価する場合は付着特性の違いによりコンクリートのせ
ん断耐力を低減させる必要があることを示した． 
第 4 章では逆対称曲げを受ける場合の CFT 部材を対象に逆対称 4 点曲げ載荷実験を 12 体行った．
その結果，2章の対象曲げ載荷時と同様な破壊形式とせん断スパン比の関係が得られ，さらに 2章同
様な耐力算定法が適用出来ることを示した． 
第５章では 2～4章までの結果を受けて， FEM 解析により幅厚比，軸力，せん断スパン比をパラメ
ーターに数値実験を行い，幅厚比とせん断スパン比と破壊形式の関係を取りまとめて明らかにした． 
最後に，第 6章では，本研究で得られた主な研究成果をとりまとめた． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
コンクリート充填鋼管部材の耐荷力は，建築学会で幅厚比の小さいものに対して基準化されている．
しかしながら，幅厚比の比較的大きな土木構造物に対しては適用外となる．本論文は，大きな幅厚比
のコンクリート充填角形鋼管(CFT)部材の土木構造物への適用を見据え，せん断スパン比（a/d）に依
存する破壊形式とその耐力算定法を明らかにしたものである．なお，破壊形式の変化点は 1.0＜a/d
＜2.0 にあることから，下記の実験は a/d≦2.0 の試験体を用いて行っている． 
本論文は序論としての第 1章、結論としての第 6章を含む全 6章から構成される． 
第 1章では，研究の背景と目的を示した上で各章の位置づけおよび概要を述べている． 
第 2章では，梁部材を対象に曲げ載荷実験を行ない，破壊形式とせん断スパン比の関係については
建築学会基準と同等になること，耐力評価については曲げ耐力に対しては適用できるが，安全側評価
傾向の強いせん断耐力は，鋼管ウェブとコンクリートのせん断耐力の累加で評価できることを明らか
にしている． 
第 3章では軸力をともなう柱部材を対象に曲げ載荷実験を行ない，破壊形式とせん断スパン比に関
しては鋼管とコンクリートの合成効果が低下するにつれせん断破壊の生じるせん断スパン比は大き
くなること，耐力評価について建築学会基準は曲げ耐力に対しては適用できるが，安全側評価傾向の
強いせん断耐力は，付着特性の違いによりコンクリートのせん断耐力を低減させた累加式を用いる必
要のあることを明らかにしている． 
第 4章では鉄道高架橋などラーメン構造への適用を意識して逆対称曲げ載荷実験を行ない，2章の
対象曲げ載荷時と同様な破壊形式とせん断スパン比の関係が得られること，さらに 2章と同様の耐力
算定法が適用出来ることを明らかにしている． 
第 5章では 2～4章までの実験結果に対して FEM 解析を行い，適用性を明らかにした上で幅厚比，
軸力，せん断スパン比をパラメーターとした数値実験を行い，上記載荷実験を補足するとともにせん
断スパン比と破壊形式の関係および耐力算定法をとりまとめている．最後に，第 6章では，本研究で
得られた主な研究成果をまとめている． 
 以上の研究成果は，コンクリート充填鋼管部材の道路橋や鉄道高架橋など土木構造物への適用を考
える上で有用な結論を得ており，コンクリート構造工学，複合構造工学の発展に寄与するところが大
きい． 
したがって，本論文の著者は，博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める． 
 
